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秋
田
県
は、

国
際
舞
台
で
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め、

大
学
を
新
設
す

る。

す
べ
て
の
授
業
を
英
語
で
行
い
、

ア
メ
リ
カ
ミ
ネ
ソ
タ
州
立
大
学
機
構
傘
下

の
大
学
や
中
国
の
大
学
な
ど
と
連
携
し
て
留
学
を
必
修
と
す
る
。

関
学
時
か
ら
独

立
行
政
法
人
と
し、

国
際
社
会
に
も
地
域
に
も
聞
か
れ
た
大
学
を
目
指
す。

秋
川
県
が
大
学新
設
の
情
知を
柿
き

始
め
た
の
は
1
9
9
9
年
だ。
産
業
而

で
も
文
化
而
で
も
国
際
化
が
抗
進
さ
れ

る
小
で、

県内
に
凶
際
系
学
部
が
な
く、

ま
た
大
学
進
学
者の
約
8
訓
が
川以
外
に

進
学
と
い
う
川
旭
を
抱
え
て
い
た。
一

方、
県
に
は
ミ
ネ
ソ
タ
州
立
大
学
秋
m

校
で
抗っ
て
き
た
ミ
ネ
ソ
タ
州と
の
伝

相
関
係
や、

独自
の
英利

犯似品の
ノ
ウ

ハ
ウ
と
1命制
が
あっ
た。

「
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つ
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山
校
で
英
語
教
μ
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を

し
て
い
ま
す。
そ
の
指
準
法
は
川町
却
で、

山
校
全
体
の
淀川川
力
ア
ッ
プ
につ
な
げ

て
い
き
た
い
と
考え
て
い
ま
す」
と
設

凶
昨備
引’
砂
川
の
小
松
正
附事
務
向
日比

は
訴
す。
そ
れ
ら
の
汽
似
を

作幼前
川

し、

れ小川
の
教
育
や
産
業の
的性
化
の

た
め
に
も、
川
際
系の
大
学
が
必
裂
と

考
え
た
の
だ。

秋
川
県
は
新
大
学
の
検
討安
川会
を

は
出
し、

川れ小内
外
か
ら
広
く
立けん
を
ボ

当
時
取京
外
国
訪

大
学
学
長
の
中
嶋
出雄
氏
（
国
際
救
挺

大
学
学
長
予
定
者）、
元
川
辿
事
務
次

長
の
川．訂
版
氏
ら
計
同
人
が
就
任
し、

6
問
に
及ぶ
検
討
会
を
尖
施。
新
大
学

計
耐
案
を
作
成
し
た。
こ
れ
ま
で
の
円

本
に
な
い
大
学
な
ら
必
．此
だ
と
い
う
こ

と
で、
ω
年、
検
討委
川会
の
メ
ン
バ

ー
を
小
心
と
し
た
引
人
に
よっ
て
設
世

準
備
委
員
会
と
四
つ
の
専
門
部
会
を
結

成。
例
化上民の
聞
学を
け
指
し、
具
体

的
に
助
き
川
し
た。

新
大
学
は、
ま
ず
北
米
と
北
京
ア
ジ

ア
地
域
に
対
象
を
絞
り、
mr
科
大
学
と

し
て
開
校
し
て
必
椛
を
川
め、
将
米
的

に
点
門
職
大
学
院
や
救
行
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
拡
大
し
て
い
く
こ
と
と
し
た。
そ
の

た
め、
同
際
金
融
ゃんH．
業マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
な
ど
を
学ぶ
「
グ
ロ
ーバ
ル・
ビ
ジ

ネ
ス
訓
引」
と
ア
メ
リ
カ
や
小
川
の
社

会
や
文
化
な
ど
を
学
ぶ
「
グ
ロ
ー
バ

ル・
ス
タ
デ
ィ
ズ
謀
れ」
か
ら
な
る
間

際
救
必
山口ナ却
を
設
出。
グ
ロ
ーバ
ル・

ス
タ
デ
ィ
ズ
訓
れ
は、
3
年次
に
北
米

分
肝と
小
川分
野
に
分
か
れ
る。

め
た。
委
只
に
は、

国
際
教
養
大
学
の
特
色
は、
国
際
社

会
で
通
用
す
る
英
知
の
習
得
に
あ
る。

ミ
ネ
ソ
タ
州
立
大
学
機
俳傘
下
の
大
学

と
の
述
携
に
よ
り
ア
メ
リ
カ
式
の
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
導
入
し、
H
米
両
国
の

大
学
卒
業ι抗
絡
が
停り
れ
る
カ
リ
キュ

ラ
ム
と
し
た。
授
業
は
すべ
て
英
語
で、

1
年
以
上
の
留
学
が
必
修。
留
学
中
の

侵
業
料
は
別
途
か
か
ら
な
い。
「
話
学

系
学
部
を
卒
業
し
て
も、
ビ
ジ
ネ
ス
に

仙比
え
る
英
制
力
を
持つ
人
は
数
え
る
ほ

ど
し
か
い
ま
せ
ん。
国
際
救
護
大
学
で

は
そ
う
し
た
現
状
を
打
破
す
る
教
育
を

し
て
い
き
た
い
の
で
す」
と、
小
嶋
氏

は
な
欲
を
祈
る。

新
入
生
の
英
訪
力
は
T
O
E
F
L
で

4
5
0
点
を
想
定。
第
］
セ
メ
ス
タ
ー

を
架
部
集
中
税
制れ
と
し
て
英
訪
山
辿
の

科
H
とコ
ン
ピ
ュ
ー
タ
科
日
を
中
心
と

し、
徹
底
的
に
英
語
を
学
ぶ。
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
や
デ
イ
ベ
l
ト
な
ど、
英

誌
で’M
分
の
考、え
を
主
眼
で
き
る
能
力

を
指
成
す
る。
「
こ
の
附
則
に
ど
れ
だ

け
英
語
力
を
ア
ッ
プ
で
き
る
か。
そ
の

後
の
大
学
生
前
を
左
右
す
る
主
要
な
時

則
と
と
ら
え
て
い
ま
す」
と
小
松
山・
務

J
足。
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戸
女
l
ド
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市
と
し
た
の
も、
学
業
に
集
中
さ
せ、

官
学
生
と
の
交
流
を
促
す
た
め
だ。
ま

た、
川
本
川
研
究
コ
l
ス
を
投
目
し、

ア
メ
リ
カ
や
小
凶
か
ら
当
川
約白
人
の

刈川
学
生
を
交
け
入
れ
る。
キ
ャ
ン
パ
ス

で
も
初制
的
に
英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
す
る

環境
を
控
え
た。

授
業
は
す
べ
て
英
語
で
行
わ
れ
る
た

め、
教
μ
に
も
当然
茶
話
力
が
求
め
ら

れ
る。
専
任
教
μ
は
公
平
性
を
保つ
た

め
公
必
制
と
し、
応
募
資
格
を
m．
D

ま
た
は
博
士
号
取
伴
者
で
あ
り、
英
語

で
授
業
を
で
き
る
こ
と
な
ど
と
し
た。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ア
メ
リ
カ
の
教
員

募
集専
門
誌
な
ど
で
国内
外
に
広
く
告

知
し
た
結
梨、
判
カ
国
延べ
5
7
0
人

の
応
募
が
あ
り、

11
計羽、

ア
メ
リ
・刀、
カ
ナ
ダ、

ロ
シ
ア
な
ど
の
外
凶
人
初
人
を

9
カ
国
位
人
を
内定
し
た。
「
研

究
実
紡
や
指
導法
が
優
秀
で
も、
英
語

力
の
た
め
に
保
川
を
見
送っ
た
ケ
l
ス

も
あ
り
ま
す」
（
小
的
氏）
と
い
う
ほ

ど、
優
秀
な
人
材
が
集
まっ
た。
教
員

や
職
員
は
3
年の
任
期
制
と
し、

許制

に
よっ
て
契
約
を
更
新
す
る。

「
許
制
は
辿
抑
先
の
大
学
か
ら
も
受

け
ま
す。
救
口
だ
け
で
な
く、
大
学
全

体
と
し
て
も
受
け
ま
す。
わ
れ
わ
れ
は

只
に
間
際
社
会
に
通
川
す
る
大
学
を
目

指
し
て
い
る
の
で
す」
と
小
嶋
氏
は
強

制
す
る。

含
む、キ

ャ
ン
パ
ス
や
政
は、
ミ
ネ
ソ
タ
州

立
大
学
秋
川
校
の
校舎
な
ど
を
改
修
し

て
利
川
す
る
た
め、
析
設
大
学
で
は
あ

る
が、
7
川
ま
で
に
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
を
2
問
聞
い
た。

参加
者
数
は
北

海
近
か
ら
九
州
ま
で
延べ
8
0
0
人
以

上
と、
関
心
のいけ川
さ
も
う
か
が
わ
せ
る。

新
た
な
試み
に
挑
戦
す
る
川
際
救
長
大

学
の
動向
に
向
日
し
た
い。

531 Be……7) 

国際教養大学　アメリカ式の教育プログラムを導入し国際社会に通用する英語-2003.09.01
力を高める　『Between』No.197



改革期の高等教育を考える

STUDENT LIFE REPORT 

山梨学院大学／03心4高校情報

ファイル／直言御免 平成の大

学改革／新課程が始まった／深化

するFD/Report from New 

York／広報戦略のNew Trend 

督官／新増設レポート／キーパーソン

に聞く 同志社大学・深田三徳

氏／大学＊多面体

Belween （ピトウィー／） 2003年9月18発行（li!同1図1自発行） あ197 !} 
1987年6月20日 第三極郵便物U可

特集

動
E圃－－圃－圃圃 a,..._.. 

2 。 。 3 

No . 197 


